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図8　ICC－SMの位置を示す電子顕微鏡写真
　　　多くの膠原線維と線維芽細胞（FB）を合む粘膜下結合組織層（SM）と、輪走筋層（CM）の境界部分にICC－SM
　　　（ICC）が存在しており、神経腺維（N）に密接して観察される。×7500
図9　ICC－SMの細胞膜の一部拡大像
　　　細胞膜上にはカベオレがあり、また細胞膜表面には不連続な基底膜（矢頭）が観察される。x83000
図IO　ICC－SMの突起部
　　　同種細胞の突起間にはgapjunctionの形成が見られる（矢印）。
　　　細胞質内には、多数の中問径フィラメント（矢頭）が観察される。×36000
図11ICC－SMと神経終末部
　　　ICC－SMに、多量のシナプス小胞を含んだ神経終末（N）が密接しているのが観察される。×20000
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【考察】
　ICCのぺ一スメーカー機能にっいては、小腸を中
心として進められて来た支持成績（6〕（16〕に続き、胃に
おいても筋層間神経叢部のICC－APが、電気的緩徐
波（slowwave；2－4／min）（I7）と呼ばれるゆっくり
とした自発的電位変化を起こし、消化管運動のぺ一
スメーカーとして働くことが証明されている
が（I7）（13）、胃でのICC－APの分布は部位によって異
なっており、マウス（H〕やモルモット（lO）の胃底部では
認められず、胃体部でも少ないことが報告されてい
る。
　本観察では、モルモット幽門前庭部においてICC－
APの強い陽性反応が観察されたことから、幽門前庭
部が蠕動運動のぺ一スメーカーとして、非常に重要
な位置を占めていることが推定される。
　幽門部の大弩側と小弩側の比較では、筋層内の
ICCや神経要素にっいては両者に相違が見られな
かったのに対して、筋層間神経叢部のICC－APの分
布密度については、大弩側で高く小弩側で低いとい
う差が認められた。ICC－APの蠕動運動のぺ一ス
メーカーとしての機能を考えると、大轡側がぺ一ス
メーカーリズムの発信源として優位を占めており、
運動の主導的役割を果たすものであろう。
　マウスの胃幽門部では、SlOWWaVeの一次要素
（initia1component）が大弩側で大きく、小弩側に
かけて減少していたという報告があるが（I4）、この一
次要素はICCλPによって発生するぺ一メメーカー
電流によって発生することが知られており（I7〕、本研
究のモルモット胃幽門部における形態学的観察はこ
れらの生理学的観察と符合する。
　本研究ではさらに、モルモットにおいて胃幽門前
庭部の粘膜下結合組織層と輪走筋最内層との境界部
にICC－SMが存在することを明瞭に示し、微細構造
を初めて明らかにした。
　同様の部位のICC－SMの存在はマウス（lD、ラッ
ト（18〕、イヌ（19〕、ヒト（20〕で報告があり、胃幽門前庭
部にほぼ共通の存在と考えられるが、これは胃の中
でも比較的括約筋に近い幽門前庭部にのみ隈局して
観察されることから、この位置において特別な意義
があるものと推測される。
　消化管全体を見た時、輪走筋層と粘膜下結合組織
層の境界部にICCが観察されるのは結腸である
が（9〕｛2I〕、幽門前庭部と結腸には幾っかの共通点を挙
げることができるように思われる。例えば、胃幽門
前庭部は袋状の胃体部から管状の形をとりつつ十二
指腸に続く部分であるが、小腸とは異なり、よく発
達した厚し）筋層から成っている。また、幽門前庭内
の摂取された内容物は小腸での粥状とは異なり、ま
だかなりの堅さを残したもので、おそらくは近位結
腸内の内容物と比較し得るものと推定される。堅い
内容物を推進させる消化管運動にICC－SM，ICC－
SMPなどのICCを含む厚い筋層が必要とされるの
であるとすれば、ICCの機能を考察する上で、新し
い視点を付与するものとなろう。
　また、結腸ではICC－SMPがぺ一スメーカー機能を
持っという報告があり（6）、胃のICC－SMの機能的役
割に関しても、イヌの胃幽門前庭部ではICC－SMが
S1oWWaVeを発生する能力があると示唆されてい
ること（22〕は興味深い。
　レ）ずれにしても本観察において、ICC－SMがシナ
プス小胞を多量に含んだ神経終末と頻繁に接して認
められたことは、多極性のICC－SMが同種および平
滑筋細胞とgapjunctionを形成して認められるこ
とと併せて、少なくとも神経興奮伝達機能を示すも
のであろう。
　ところで、ラットの幽門括約筋部のICCがコレシ
ストキニンA（CCK－A）受容体を発現しているとの
報告は（23〕、これらのICCの幽門括約筋運動調節への
関与を示唆しているが、ICC－SMの括約筋制御への・
関与も否定できない。ICC－SMの各種消化管ホルモ
ン受容体の発現の可能性については今後の検討課題
としたいと考えている。
　一方、細胞学的にみるとICC－SMは多数のカベオ
レや基底膜が存在することから、イヌ（19〕やラッ
ト（I8〕の胃幽門前庭部のICC－SMと同様、微細構造上、
平滑筋に最も類似したICCとして分類される（9〕。平
滑筋に最も類似したタイプのICCは、分布する器官
や組織層にかかわらず、c－Kit／SCF系への依存度が
低く、c－Kitや幹細胞因子の両方の突然変異動物で存
在することが知られているが（18〕（24）（25〕（26〕（27〕（28〕、微細
構造上の表現型、c－Kit／SCF系への依存度、生理学
的機能との間に一定の法則性を見ることができるの
か、これらの間題点についても更に検討を加えたい
と考えている。
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